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酩
鑿
剛
国
津
小
児
童
が
芋
掘
り

名
張
市
国
津
地
域
の
性
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
国
津

民
ら
十
人
が
今
年
春
、
地
小
児
麺
に
収
種
の
醤
び
を

域
内
に
蝋
識
し
た
自
然
膿
体
験
き
せ
よ
う
と
一
都
窪

園
「
お
り
と
」
で
五
日
、
残
し
た
。
穰
璽
」
て
と
鎧

近
く
の
国
津
小
学
校
児
童
を
手
に
農
園
蓬
訪
れ
た
児

一
一
一
十
八
人
が
サ
ツ
マ
イ
モ
童
た
這
は
錘
工
さ
ん
か
ら

掘
り
を
し
－
た
。
説
明
窪
聞
き
、
全
員
が
畝

「
お
り
と
」
は
同
一
里
属
に
沿
っ
て
並
ん
着
丁
寧
に

原
の
休
耕
田
十
三
杯
を
代
土
塞
掘
っ
だ
。
大
雲
な
峨

表
の
井
上
雅
蕊
さ
ん
電
一
一
）
ヅ
マ
イ
モ
が
顔
葬
寵
す
と

ろ
十
人
が
持
ち
主
か
ら
借
児
童
た
ぢ
は
友
達
と
比
く

り
、
畑
に
し
た
。
植
え
付
て
楽
し
ん
で
い
た
。
収
趣

け
や
収
種
イ
ベ
ン
ト
を
幸
案
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
児
童

施
。
育
て
た
野
菜
は
近
く
た
増
が
自
宅
へ
祷
這
帰
る

の
路
上
で
百
円
で
無
人
賑
ほ
か
、
学
祷
繕
賢
で
食
べ

売
し
－
て
い
る
。
る
。
（
川
合
正
夫
）


